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Statistical Observation of Crowns and Bridges 
in Matsumoto Dental College in 1980
TATSUNORI HIRANO KUMIKO SUGIMOTO MASAHIDE TOMATSURI
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Summary
　　　A　statistical　study　was　made　of　1146　crowns　and　195　bridges　which　had　been　fabricated
for　537　patients　at　the　Prosthetic　Clinic　of　Matsumoto　Dental　College　from　January　through
December　1980．
　　　The　results　obtained　were　as　follows：
　　1）Of　patients，45．62％were　males　and　54．38％were　females；and
　　2）89．77％were　between　the　ages　of　20　and　50　years．
　　3）Crowns　for　the　upper　anterior　segment　numbered　the　rnost　among　the　six　segments．
　　4）Of　crowns，63．18％were　fabricated　as　full　cast　crowns；and
　　5）84．38％were　fabricated　non－vital　teeth．
　　6）Of　bridges，82．56％were　fabricated　as　3・unit　bridges；and
　　7）92．82％were　fabricated　as　1・pontic　bridges．
　　8）Bridge　retainers　for　the　lower　premolar　segment　numbered　the　most　among　the　six
　　　　segments．
　　9）Of　bridge　retainers，77．34％were　fabricated　as　full　cast　crowns；and
　10）60．98％were　fabricated　for　vital　teeth．
　11）Of　pontics，39．62％were　replaced　for　the　lower　molar　segment．
（1985年11月29日受理）
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12）In　the　comparison　with　similar　observations　in　1974　and　1977，　the　number　of　patients，
　　crowns，　and　bridges　sharply　increased．
緒 言
　私たちの講座では，補綴物の装着頻度を調査し，
その実態を知るとともに，学問や機器の発達によ
る各年代での補綴様式や考え方，その推移などを
把握することを目的として，これまでの先人の報
告1－－11・13“”17・19～23・25・26）を参考としながら，昭和48年
松本歯科大学病院が開院して以来の単独冠および
架工義歯の装着頻度を調査してきた．
　すでに昭和49年と同52年における，それぞれ1
か年の成績については患者の年齢別，性別，支台
歯の生，失活歯別あるいは支台装置の種類別装着
頻度などの調査結果を報告7・23）したが，今回はさら
に昭和55年1月から同年12月までの1か年間につ
いて同様の調査を行なったので報告する．
調査資料と項目
　昭和55年1月より同年12月までの1か年間に松
本歯科大学補綴診療科で製作，装着された単独冠
1146個，および架工義歯195装置について，病院カ
ルテ，補綴診療科カルテ，および材料センター材
料支給伝票を資料として，それらの装着頻度を以
下の項目にしたがって調査した．
A．患者総数と地域別患者数
　冠および架工義歯補綴を行なった患者の住所を
塩尻市内，これを除く長野県内および長野県外と
に区別し，その数を調査した．
B．性別および年代別患者数
　患老の年齢を20歳未満，20歳代，30歳代，40歳
代，50歳代，60歳代，70歳代および80歳以上の8
段階に分け，その数を調査した．
C．単独冠および架工義歯の装着数
D．単独冠について
　1．年代別装着数
　患者の年齢を前記B項に準じて区別し，各年代
ごとの装着数を調査した．
　2．性別装着数
　3．部位別装着数
　装着部位を上，下顎別および前歯部，小臼歯部，
大臼歯部の歯群別に分け，その数を調べるととも
に，年代別装着数との関係を調査した．
　4．支台歯の生，失活歯別装着数
　支台歯を生，失活歯に分類して装着数を調査す
るとともに，年代別および部位別装着数との関係
を調べた．
　5．種類別装着数
　単独冠の種類を全部鋳造冠，一部被覆冠，前装
冠（既製陶歯前装冠，陶材溶着鋳造冠およびレジ
ン前装冠に分類），ジャケット冠（陶材およびレジ
ンジャケット冠に分類）およびアタッチドタイプ
ポストクラウン（以下継続歯と呼ぶ）に分類して，
それらの装着数を調査するとともに年代別，部位
別および性別装着数との関係を調べた．
　6．支台築造体について
　支台築造体をキャストコアー，レジンコアー，
アマルガムコアー，セメントコアーに分け，その
築造数を調べると同時に，築造部位および単独冠
の種類別築造数との関係を調査した．
E．架工義歯について
　1．年代別装着数
　前記B項に準じ，各年代における装着数を調べ
た．
　2．性別装着数
　3．ユニット数別装着数
　架工義歯をユニヅト数別に区分して調べ，同時
に年代別装着数との関係を示した．
　4．架工歯数別装着数
　架工歯数別に分類して，装着数を調査するとと
もに，年代別装着数との関係を調べた．
F．架工義歯支台装置について
　前記D項の単独冠の調査項目1～6について，
性別装着数と年代別装着数との関係を除く同様の
調査を行なった．
G．架工歯の部位別装着数
　架工歯を装着した部位について前記D項の3
に準じて分類し，その装着数を調査するとともに
年代別装着数との関係を調べた．
調　査　成　績
A．患者総数と地域別患者数
　表1に示すごとく塩尻市内在住者が過半数の
297人（55．31％）を占め，長野県外者は，わずか
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に5人（O．93％）であった．
B．性別および年代別患老数
表2に示すように患者総数は537人（男245人，
女292人）で，そのうち30歳代が149人（男58人，
女91人）と最も多く，以下，40歳代，20歳代の順
に患者数が減少し，80歳以上はわずかに男1人で
あった．20，30，40および50歳代の総数は，482人
で患者総数の90％弱を占めた．
C．単独冠および架工義歯の装着数
　単独冠は計1146個，架工義歯は計195装置であっ
た．
D．単独冠について
表1：地域別患者数
地　　　域 昭和55年昭和52年昭和49年
塩尻　市　内
ｷ　野　県　内
i除・塩尻市内）
ｷ　野　県外
297
i55．31）
Q35
i43．76）
@5
i0．93）
　183
i57．55）
@132
i41．51）
@3
i0．94）
　73
i62．93）
@41
i35．34）
@2
i1．72）
計 　537i100．00）
　318
i100．00）
　116
i100．00）
（　）％
　1．年代別装着数
　表3に示すごとく，最多装着年代は40歳代で装
着数は358個（上顎177個，下顎181個）を数え，総
数1146個中の31．24％を占めた．また，20歳代から
50歳代までの年代に装着された数は，計1040個で
全体の90％強を占めた．
　 ．性別装着数
　表7に示すように男よりも女における装着数が
多く，総数1146個中，男432個（37．70％），女714
個（62．30％）であった．
　3．部位別装着数
　表3に示すごとく，上顎に642個，下顎に504個
装着され，そのうち上顎前歯部が266個（23．21％）
と最も多く，下顎前歯部が92個（8．03％）で最も
少ない装着頻度であった．
　4．支台歯の生，失活歯別装着数
　表4および5に示すごとく，失活歯総数が967歯
（84．38％）で，生活歯総数179歯（15．62％）の5
倍強を数え，すべての部位および年代において失
活歯数が生活歯数より多かった．
　5．単独冠の種類別装着数
　表6，7および8に示すごとく最も多く装着さ
れたのは，全部鋳造冠で724個（63．18％）を数え，
表2：性別および年代別患者数
性
　　年　代調査　　　　年
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代60歳代 70歳代 80歳以上 計
男女
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
　　5
i0．93）
@　4
i1．26）
@　3
i2．59）
@　9
i1．68）
@　5
i1．57）
@　3
i2．59）
　　57
i10．61）
@　29
i9．12）
@　12
i10．34）
@　58
i10．80）
@　60
i18．87）
@　20
i17．24）
　　58
i10．80）
@　35
ill．01）
@　15
i12．93）
@　91
i16．95）
@　53
i16．67）
@　14
i12．07）
　　52
i9．68）
@　40
i12．58）
@　18
i15．52）
@　84
i15．64）
@　24
i7．55）
@　7
i6．03）
　44
i8．19）
@29
i9．12）
@　8
i6．90）
@38
i7．08）
@15
i4，72）
@　9
i7．76）
　21
i3．91）
@10
i3．14）
@　7
i6．03）
@　10
i1．86）
@　7
i2．20）
　　7
i1．30）
@　3
i0．94）
@　2
i0．37）
@　3
i0．94）
　　1
i0、19）
@　1
i0．31）
　245
i45．62）
@150
i47．17）
@　63
i54．31）
@292
i54．38）
@168
i52．83）
@　53
i45．69）
計
昭55
ｺ52
ｺ49
　14
i2．61）
@　9
i2．83）
@　6
i5．17）
　　115
i21．42）
@　89
i27．99）
@　32
i27．59）
　　149
i27．75）
@　88
i27．67）
@　29
i25．00）
　　136
i25．33）
@　64
i20．13）
@　25
i21．55）
　　82
i15．27）
@　44
i13．84）
@　17
i14．66）
　31
i5．77）
@17
i5．35）
@　7
i6．03）
　　9
i1．68）
@　6
i1．89）
　　1
i0．19）
@　1
i0．31）
　　537
i100．00）
@　318
i100．00）
@　ll6
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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表3：単独冠の年代別および部位別装着数
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部位
　　　　　　調木年代
且年 鉋 幽 旦 諏 西 肝 鵠
昭55 　19i1．66）
　　4
i0．35）
23
i2．01）
　　1
i0．09）
　5
i0．43）
　　6
i0．52）
　29
i2．53）
20歳未満昭52
　　5
i0．97）
　　1
i0．19）
　　2
i0．39）
　　8
i1．56）
　　1
i0．19）
　　3’
i0．58）
　　4
i0．78）
　12
i2．33）
昭49
　　9
i3．86）
　　9
i3．86）
　　1
i0．43）
　　1
i0．43）
　10
i4．29）
昭55 　62i5．41）
　31
i2．71）
　25
i2．18）
　118
i10．30）
　9
i0．79）
25
i2．18）
43
i3．74）
77
i6．72）
　195
i17．02）
20歳代昭52 　34i6．61） 　26i5．06） 　16i3．11） 　　76i14．79） 　12i2．33） 　25i4．86）
32
i6．23）
　　69
i13．42）
　145
i28．21）
昭49 　　24i10．30）
　　6
i2．58）
　　7
i3．00）
　　37
i15．88）
　　8
i3．43）
　　7
i3．00）
　15
i6．44）
　　52
i22．32）
昭55 　72i6．28）
　51
i4．45）
　50
i4．36）
　173
i15．10）
　　7
i0．61）
58
i5．06）
66
i5．75）
　131
i11、43）
　304
i26．53）
30歳代昭52 　31i6．03） 　23i4．47） 　19i3．70）
　　73
i14．20）
　　4
i0．78）
　28
i5．45）
　28
i5．45）
　　60
i11、67）
　133
i25．88）
昭49 　12i5．15）
　11
i4．72）
　　3
i1．29）
　　26
i11．16）
　　2
i0．86）
　　9
i3．86）
　11
i4．72）
　22
i9．44）
　　48
i20．60）
昭55 　58i5．06）
　65
i5．67）
　54
i4．71）
　117
i15．45）
53
i4．62）
70
i6．11）
58
i5．06）
　181
i15．79）
　　358
i31．24）
40歳代昭52 　16i3．11） 　22i4．28） 　18i3．50）
　　56
i10．89）
　　2
i0．39）
　24
i4．67）
　16
i3．11）
　42
i8．17）
　　98
i19．07）
昭49 　23i9．87）
　　7
i3．00）
　10
i4．29）
　　40
i17．17）
　　1
i0．43）
　10
i4．29）
　　5
i2．15）
　16
i6．87）
　　56
i24、03）
昭55 　34i2．97）　　》
45
i3．93）
　22
i1．92）
101
i8．81）
　17
i1．48）
34
i2．97）
31
i2．71）
82
i7．16）
　183
i15．97）
50歳代昭52
　　7
i1．36）
　70
i3．89）
　10
i1．95）
　37
i7．20）
　　8
i1．56）
　32
i6．23）
　　8
i1．56）
　48
i9．34）
　　85
i16．54）
昭49 　10i4．29）
　　7
i3．00）
　　5
i2．15）
　22
i9．44）
　　6
i2．58）
　12
i5．15）
　　7
i3．00）
　　25
i10．73）
　　47
i20、17）
昭55
　　16
i1．40）
　12
iLO5）
　　6
i0．52）
34
i2．47）
　　5
i0．43）
　　6
i0．52）
　　9
i0．79）
20
i1．74）
　54
i4．71）
60歳代昭52
　　7
i1．36）
　　8
i1．56）
　　4
i0．78）
　19
i3．70）
　　4
i0．78）
　　6
i1．17）
　　1
i0．19）
　11
i2．14）
　30
i5．84）
昭49
　　7
i3．00）
　　3
i1．29）
　　1
i0．43）
　11
i4．72）
　　4
i1．72）
　　3
i1．29）
　　1
i0．43）
　　8
i3．43）
　　19
i18．15）
昭55 　　5i0．44）
　　5
i0．44）
　　6
i0．52）
　16
i1．40）
　　1
i0．09）
　3
i0．26）
　　1
i0．09）
　　5
i0．44）
　21
iL83）
70歳代昭52
　　3
i0．58）
　　3
i0．58）
　　1
i0．19）
　　4
i0．78）
　　2
i0．39）
　　7
i1．36）
　10
i1．95）
昭49 　　1i0．43）
　　1
i0．43）
　　1
i0．43）
昭55
　　1
i0．09）
　　1
i0．09）
　　2
i0、17）
　　2
i0．17）
80歳以上昭52
昭49
昭55
266
i23、21）
　　209
i18．24）
　　167
i14．57）
642
i56．02）
92
i8．03）
　198
i17．28）
214
i18．67）
504
i43．98）
　1146
i100．00）
計 昭52 　103i20、04）
　100
i19．46）
　　69
i13．42）
272
i52．92）
　31
i6．03）
　121
i23．54）
　　90
i17．51）
　242
i47．08）
　　514
i100．00）
昭49 　　85i36．48）
　　34
i14．89）
　　26
i11．16）
　145
i62．23）
　13
i5．58）
　　44
i18．88）
　　31
i13．30）
　　88
i37．77）
　　　233
D（100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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　　　　表4：単独冠支台歯の生・失活歯別および年代別装着数
　　　　　　調×支台歯の状態
　　　年
飼N
代
20歳
｢満 20歳代 30歳代40歳代50歳代60歳代 70歳代
80歳
ﾈ上 計
生活歯
ｸ活歯
昭昭昭昭昭昭 55
T2
S9
T5
T2
S9
　　2
i0．17）
@27
i2．36）
@12
i2．33）
@10
i4．29）
　　32
i2．79）
@　20
i3，89）
@　15
i6．44）
P63
i14．22）
P25
i24．32）
@　37
i15．88）
　　43
i3．75）
@　18
i3．50）
@　11
i4．72）
Q61
i22．77）
P15
i2237）
@　37
i15．88）
　　57
i4．97）
@　25
i4．86）
@　18
i7．73）
R01
i26．27）
@　73
i14．20）
@　38
i16．31）
　　33
i2、88）
@　20
i3．89）
@　9
i3．86）
P50
i13．09）
@　65
i12．65）
@　15
i6．44）
　　6
i0．52）
@　7
iL36）
@　4
iL72）
@48
i4．19）
@23
i4．47）
@　1
i0．43）
　　6
i0．52）
@15
i1．31）
@10
i1．95）
　　2
i0．17）
@　1
i0．19）
179
i15．62）
@　90
i17．51）
@　57
i24．46）
X67
i84、38）
S24
i82．49）
P76
i75．54）
計
昭昭昭 55
T2
S9
　29
i2．53）
@12
i2．33）
@10
i4．29）
195
i17．02）
P45
福W．21）
@　52
i22．32）
304
i26．53）
P33
i25．88）
@　48
i20．60）
358
i31．24）
@　98
i19．07）
@　56
i24．03）
183
i15．97）
@　85
i16．54）
@　47
i20．17）
　54
i4．71）
@30
i5．84）
@19
i8．15）
　21
i1．83）
@10
i1．95）
@　1
i0．43）
　　2
i0．17）
@　1
i0．19）
1146
i100．00）
T14
i100．00）
Q33
i100．00）
（）
昭55：
昭52：
昭49：
％
昭和55年
昭和52年
昭和49年
表5：単独冠支台歯の生・失活歯別および部位別装着数
部位
担 ⊇ 8－66－8出 爾 541458－66－8命一鵠支台歯 調の状態 査年
昭55 32 35 29 96 6 44 33 83
（2．79） （3．05） （2．53） （8．38）（0．52） （3．84） （2．88） （7．24）
生活歯 昭52 　10i1．95）
　12
i2．33）
　13
i2．53）
　35
i6．81）
　　5
i0．97）
　32
i6．23）
　18
i3．50）
　　55
i10．70）
昭49 　22i9．44）
　　2
i0．86）
　12
i5．15）
　　36
i15．45）
　　3
i1．29）
　12
i5．15）
　　6
i2．58）
　21
i9．Ol）
昭55 　234i20．42）
　174
i15．18）
　138
i12．04）
　546
i47．64）
　86
i7．50）
　154
i13．44）
　181
i15．79）
　421
i36．74）
失格歯 昭52 　　93i18．09）
　　88
i17．12）
　　56
i10．89）
　237
i46．11）
　26
i5．06）
　　89
i17．32）
　　72
i14．Ol）
　187
i36．38）
昭49 　　63i27．04）
　　32
i13．73）
　14
i6．Ol）
　109
i46．78）
　　10
i4．29）
　　32
i13．73）
　　25
i10．73）
　　67
i28．76）
昭55
266
i23．21）
209
i18．24）
　167
i14．57）
642
i56．02）
　92
i8．03）
　198
i17．28）
　214
i18．67）
　504
i43．98）
計 昭52 　103i20．04）
　100
i19．46）
　　69
i13．42）
　272
i52．92）
　　31
i6．03）
　121
i23．54）
　　90
i17．51）
　242
i47．08）
昭49 　　85i36．48）
　　34
i14．59）
　　26
i11．16）
　145
i62．23）
　　13
i5．58）
　　44
i18．88）
　　31
i13．30）
　　88
i37．77）
（．）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
　　　　　　　　松本歯学　11（3）1985
表6：単独冠の種類別および年代別装着数
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種類　　　　　調×
　　　年代
飼N
20歳末満20歳代 30歳代40歳代 50歳代 60歳代 70歳代80歳以上 計
全部鋳造冠
O　装　冠
@　既製陶歯前装冠
@　レジン前装冠
@　陶材享容着鋳造冠
Wャケット冠
@　レジン
@　　　ジャケット冠
@　ポーセレン
@　　　ジャケット冠
p　続　歯
齦粕﨑｢冠
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
　　　7
i0．61）
@　7
i1．36）
@　1
i0．43）
@　13
i1．f3）
@　9
i3．86）
@　5
i2．15）
@　13
i1．13）
@　4
i1．72）
@　7
i0．61）
@　5
i0．97）
@　7
i0．6D
@　5
i0、97）
@　2
i0．17）
　100
i8．73）
@　96
i18．68）
@　25
i10．73）
@　73
i6．37）
@　24
i4．67）
@　20
i8．58）
@　4
iL72）
@　1
i0．09）
@　5
i0．97）
@　72
i6．28）
@　19
i3．70）
@　16
i6．87）
@　12
i1．05）
@　15
i2．92）
@　3
i1．29）
@　12
if．05）
@　15
i2．92）
@　3
i1．29）
@　1
i0．19）
@　2
i0．86）
@10
i0．87）
@　9
i1．75）
@　2
i0．86）
　　215
i18．76）
@　98
i19．07）
@　24
i14．59）
@　37
i3．23）
@　13
i2．53）
@　6
i2．58）
@　3
i1．29）
@　1
i0．09）
@　1
i0．19）
@　36
i3．14）
@　12
i2．33）
@　3
i1．29）
@40
i3．49）
@20
i3．89）
@　1
i0．43）
@40
i3．49）
@20
i3．89）
@　1
i0．43）
@　2
i0．17）
@　2
i0．39）
@　7
i3．00）
@10
i0．87）
　229
i19．98）
@　75
i14．59）
@　32
i13。73）
@　39
i3．40）
@　10
i1．95）
@　3
i1．29）
@　3
i0．26）
@　4
i0．78）
@　36
i3．14）
@　6
i1．17）
@　3
i1．29）
@61
i5．32）
@　8
i1．56）
@　6
i2．58）
@61
i5．32）
@　8
i1．56）
@　6
i2．58）
@　2
i0．17）
@　2
i0．39）
@11
i4．72）
@27
i2．36）
@　3
i0．58）
@　4
i1．72）
　123
i10．73）
@　67
i13．04）
@　31
i13．30）
@　27
i2．36）
@　6
i1．17）
@　2
i0．86）
@　4
i0．35）
@　3
i0．58）
@　23
i2．01）
@　3
i0．58）
@　2
i0．86）
@　29
i2．53）
@　9
i1．75）
@　2
i0．86）
@29
i2．53）
@　9
i1．75）
@　2
i0．86）
@　1
i0．19）
@　6
i2．58）
@　4
i0．35）
@　2
i0．39）
@　6
i2．58）
　　33
i2．88）
@　17
i13．31）
@　6
i2．58）
@　7
i1．36）
@　5
i2．15）
@　2
i0．39）
@　5
i0．97）
@　5
i2．15）
@20
i1．74）
@　5
i0．97）
@20
i1．74）
@　5
i0．97）
@　5
i2．15）
@　1
i0．09）
@　1
i0．19）
@　3
i1．29）
　　15
i1．31）
@　6
i1．17）
@　5
i0．44）
@　1
i0．19）
@　5
i0．44）
@　1
i0．19）
@　1
i0．09）
@　3
i0．58）
@　1
i0．43）
　　2
i0．17）
@　1
i0．19）
　　724
i63．18）
@　367
i71．40）
@　129
i55．36）
@　189
i16．49）
@　60
i11．67）
@　45
i19．31）
@　7
i3．00）
@　9
i0．78）
@　15
i2．92）
@　5
i2．15）
@　180
i15．71）
@　45
i8．75）
@　33
i14．16）
@　174
i15、18）
@　63
i12、26）
@　12
i5．15）
@174
i15、18）
@　63
i12．26）
@　11
i4．72）
@　】
i0．43）
@　4
i0．35）
@　6
i1．17）
@　31
i13．30）
@　55
i4．80）
@　18
i3．50）
@　16
i6．87）
計
昭55
ｺ52
ｺ49
　29
i2．53）
@12
i2。33）
@10
i4．29）
　195
i17．02）
@145
i28．21）
@　52
i22．32）
　304
i26．53）
@133
i25．88）
@　48
i20．60）
　358
i3L24）
@　98
i19．07）
@　56
i24．03）
　183
i15．97）
@　85
i16．54）
@　47
i20．17）
　54
i4．71）
@30
i5。84）
@19
i8．15）
　21
i1．83）
@　10
i1．95）
@　1
i0．43）
　　2
i0．17）
@　1
i0．19）
1146
itoO．00）
@　514
i100．00）
@　233
i100．00）
（’）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
228 平野他：昭和55年における冠・架工義歯補綴に関する統計的観察
次いで陶材溶着鋳造冠の180個（15．71％），レジン
ジャケット冠の174個（15．18％）の順であった．
ほとんどの年代において全部鋳造冠の装着頻度が
『最も多かったが，20歳未満と20歳代においては陶
材溶着鋳造冠がそれぞれ13個（1．13％），72個
（6．28％）と全部鋳造冠に勝るか，またはこれに
相当する装着数を示した．また，小，大臼歯部で
は，全部鋳造冠の占める割合が圧倒的に多く724個
（63．18％）を数えたが，前歯部ではレジンジャ
ケット冠が173個（15．10％）で最も多かった．
　6．支台築造体について
　表9，10に示すように，支台築造を施した支台
歯総数929歯中，キャストコアーは854個（91．93％）
と圧倒的に多く，他は少数ではあるが，以下アマ
ルガム，セメント，レジンコアーの順であった．
レジンコアーは上顎大臼歯部に1個，下顎小臼歯
部に1個の計2個（0．22％）みられるのみであっ
た．また種類別にみた場合でも一部被覆冠などを
除く他のどの補綴物においても，キャストコアー
による築造が最も多かった．
E．架工義歯について
　1．年代別装着数
　表11に示すように最多装着年代は20歳代で53個
を数え，総数195個中27．18％を占めた．20，30，
40および50歳代における装着率が高く，全体の
93．33％を占めた．
　2．性別装着数
　表12に示すように195装置中，110装置が男に，
85装置が女に装着された．
　3．架工義歯ユニット数別装着数
　表11に示すように，架工義歯総数195装置中3ユ
ニットのものが161装置（82．56％）で最も多く，
ユニット数が最も多かったのは8ユニットで，1
装置（0．51％）みられた．20，30，40および50歳
代で3ユニットのものが155装置（79．49％）を占
めた．
　4．架工歯数別装着数
　表13に示すように架工歯1個のものが181装置
（92．82％）を占めた．また1装置で最も多い架工
歯数は4個であった．20，30，40，および50歳代
で架工歯1歯のものは170装置を数え，総数の約
87％を占めた．
F．架工義歯の支台装置について
　1．年代別装着数
表7：単独冠の種類別および性別装着数
性
調六 男 女 計
種類 且年
昭55 　300i26．18）
　424
i37．00）
　724
i63．18）
全部鋳造冠 昭52 　167i32．49）　200i38．91）　367i71．40）
昭49 　　73i31．33）
　　56
i24．03）
　129
i55．36）
昭55 　60i5．24）
　129
i11．26）
　189
i16．50）
前　　　装　　　冠 昭52 　20i3．89） 　40i7．78）
　　60
i11．67）
昭49 　　24i10，30）
　21
i9．01）
　　45
i19．31）
昭55
既製陶歯前装冠 昭52
昭49
　　3
i1．29）
　　4
i1．72）
　　7
i3．00）
昭55 　4i0．35） 　5i0．44）
　　9
i0．78）
レジン前装冠 昭52 　　4i0．78） 　11i2．14） 　15i2．92）
昭49 　　5i2．15）
　　5
i2．15）
昭55 　56i4．89）
　124
i10．82）
　180
i15．71）
陶材手容着鋳造冠 昭52 　16i3．11） 　29i5．64） 　45i8．75）
昭49 　21i9．01） 　12i5．15）
　　33
i14．16）
昭55 　51i4．45） 　123i10．73） 　174i15．18）
ジャケッ　ト冠 昭52 　26i5．06） 　37i7．20） 　　63i12．26）
昭49 　　9i3．86）
　　3
i1．29）
　12
i5．15）
昭55 　51i4．45） 　123i10．73）
　174
i15．18）
　　1　“激塔刀
@　ジャケット冠 昭52
　26
i5．06）
　37
i7．20）
　　63
i12．26）
昭49 　　8i3．43）
　　3
i1．29）
　11
i4．72）
昭55
ポーセレン
@　ジャケット冠 昭52
昭49 　　1i0．43）
　　1
i0．43）
昭55 　4i0．35）
　　4
i0．35）
継　　　続　　　歯 昭52 　　2i0．39） 　4i0．78）
　　6
i1．17）
昭49 　18i7．73） 　13i5．58）
　　31
i13．30）
昭55 　21i1．83）
　34
i2．96）
　55
i4．79）
一部被覆冠 昭52 　13i2．53） 　　5i0．97） 　18i3．50）
昭49 　12i5．15）
　　4
i1．72）
　16
i6．87）
昭55 　432i37．70）
　714
i62．30）
　1146
i100．00）
計 昭52 　228i44．36）
　286
i55．64）
　　514
i100．00）
昭49 　136i58．37）
　　97
i4L63）
　　233
i100．00）
（）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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表8：単独冠の種類別および部位別装着数
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部位 工 幽 8－66－8旦 工 工 8－66－8工 譜種類　　　　　調木且年
昭55 　183i15．97）　t59i13．87）
　342
i29．84）
　179
i15．62）
　203
i17．71）
　382
i33。33）
　724
i63．18）
全 部　鋳　造冠 昭52 　　91i17．70）
　　69
i13．42）
　160
i31．13）
　　1
i0．19）
　116
i22．57）
　　90
i17．51）
　207
i40．27）
　367
i71．40）
昭49 　　32i13．73）
　　26
i1L16）
　　58
i24．89）
　　40
i17．17）
　　31
i13．30）
　　71
i30．47）
　129
i55．36）
昭55 　121i10．55） 　17i1．48） 　3i0．26） 　141i12．30）　29i2．53）
　13
i1．13）
　　6
i0．52）
　48
i4．19）
　189
i16．49）
前 装　　　冠 昭52 　42i8．17）
　　7
i1．36）
　49
i9．53）
　　6
i1．17）
　　5
i0．97）
　11
i2．14）
　　60
i11．67）
昭49 　　43i18。45）
　　1
i0．43）
　　44
i18．88）
　　1
i0．43）
　　1
i0．43）
　　45
i19．31）
昭55
既製陶歯前装冠 昭52
昭49 　　7i3．00）
　　7
i3．00）
　7
i3．00）
昭55 　　2i0．17）
　　2
i0．17）
　　7
i0．61）
　　7
i0．61）
　　9
i0．78）
レジン前装冠 昭52 　13i2．53） 　13i2．53）
　　2
i0．39）
　　2
i0．39）
　15
i2．92）
昭49 　　5i2．15）
　　5
i2．15）
　　5
i2．15）
昭55 　119i10．38）
　17
iL48）
　　3
i0．26）
　139
if2．13）
　22
i仁92）
　13
i1．13）
　　6
i0、52）
　41
i3．58）
　180
i15．71）
陶材｝容着鋳造冠 昭52 　29i5．64）
　　7
i1．36）
　36
i7．00）
　　6
i1。17）
　　3
i0．58）
　　9
i1．75）
　45
i8．75）
昭49 　　31i13．30）
　　1
i0．43）
　　32
i13．73）
　　1
i0．43）
　　1
i0．43）
　　33
i14．16）
昭55 　129i11．26）
　　1
i0．09）
　130
i11．34）
　44
i3．84）
　44
i3．84）
　174
i15．18）
ジ ヤケッ　ト冠 昭52 　49i9．53） 　49i9．53） 　14i2．72） 　14i2、72） 　　63i12．26）
昭49 　10i4、29） 　10i4．29）
　　2
i0．86）
　　2
i0．86）
　12
i5．15）
昭55 　129i1L26）
　　1
i0．09）
　130
i11．34）
　44
i3．84）
　44
i3．84）
　174
i15．18）
レジン
@　ジャケット冠 昭52
　49
i9．53）
　49
i9．53）
　14
i2．72）
　14
i2．72）
　　63
i12．26）
昭49 　　9i3．86）
　　9
i3．86）
　　2
i0．86）
　　2
i0．86）
　11
i4．72）
昭55
ポーセレン
@　ジャケット冠 昭52
昭49 　　1i0．43）
　　1
i0．43）
　　1
i0．43）
昭55 　　2i0．17）
　　2
i0．17）
　　2
i0．17）
　　2
i0．17）
　　4
i0．35）
継 続　　　歯 昭52 　　4i0．78）
　　4
i0。78）
　　2
i0．39）
　　2
i0．39）
　　6
i1．17）
昭49 　　24i10．30）
　　24
i10．30）
　　7
i3．00）
　　7
i3．00）
　　31
i13．30）
昭55 　16i1。40）
　　8
i0．70）
　　3
i0．26）
　27
i2．35）
　19
i1．66）
　　6
i0．51）
　　3
i0．26）
　28
i2．45）
　55
i4．80）
一 部被覆冠 昭52 　　8i1．56） 　　2i0．39） 　10i1．95） 　　8i1．56） 　　8i1．56） 18i3．50）
昭49 　　8i3．43）
　　1
i0．43）
　　9
i3．86）
　　4
i1．72）
　　3
i1．29）
　　7
i3．00）
　16
i6．87）
昭55 　266i23．21）　209i18．24）　167i14．57）　642i56．02）　92i8．03） 　198i17．28）
　214
i18．67）
　504
i43．98）
　1146
i100．00）
計 昭52 　103i20．04）　100i19．46）
　　69
i13．42）
　272
i52。92）
　31
i6．03）
　121
i23．54）
　　90
i17．51）
　242
i47．08）
　　514
i100．00）
昭49 　　85i36．48）
　　34
i14．59）
　　26
i11．16）
　145
i62．23）
　13
i5．58）
　　44
i18．88）
　　31
i13．30）
　　88
i37．77）．
　　233
i100．00＞
（）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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表9　単独冠支台築造体の種類別および部位別築造数
部位 工 辿5　8－6－8出 禽 工 8－66－8肝齢種類　　調査年
キャスト
昭55　230i23．68）
162
i17．44）
116
i12．49）
498
i53．6n
　67
i7、21）
　138
i14．85）
151
i16、25）
　356
i38、32）
854
i9L93）
コアー 昭52　　80i19．28）
　　82
i19．76）
　54
i13．01）
216
i52．05）
　　16
i3，86）
　　85
i20．48）
　　64
i15．42）
　165
i39．76）
　381
i91．81）
昭49　　34i23．45）
　　28
i19．31）
10
i6．90）
　　72
i49．66）
　　1
i0．69）
　　29
i20．00）
　　20
i13．79）
　　50
i34．48）
　　122
i84．14）
アマルガム 昭55
　　2
i0．22）
　　7
i0．75）
14
iL51）
　23
i2．48）
　　8
i0．86）
19（2．05） 27
i2．91）
　50
i5．38）
コアー 昭52 　　4i0．96）
　1
i0．24）
　　5
i1．20）
　　1
i0．24）
　　1
i0．24）
　　2
i0．48）
　　7
i1．69）
． 昭49 　　1i0．69）
　　1
i0．69）
　2
i1．38）
　　2
i1．38）
レジン
昭55 　　1i0．11）
　　1
i0．11）
　　1
i0．11）
　　1
i0．11）
　　2
i0．22）
コアー 昭52
昭49
セメント 昭55
　　4
i0．43）
　5
i0．！洞1
　　9
i0．97）
　　5
i0．54）
　9
i0．97）
　14
i1．51）
　23
i2．48）
コアー 昭52 　6i1．45）
　　2
i0．銘）
　1
i0．24）
　　9
i2．17）
　　8
i1．93）
　　3
i0．72）
　7
iL69）
　18
i4．34）
　27
i6．51）
昭49 　　5i3．45）
　　4
i2．76）
　4
i2．76）
　13
i8．97）
　　2
i1．38）
　　2
iL38）
　4
i2．76）
　　8
i5．52）
　　21
i14．48）
昭55
222
i23．90）
　173
i18．62）
136
i14．64）
531
i57．16）
　67
i7．21）
152
i16．36）
　　179
i19．27）
398
i42．84）
　　929
i100．00）
計 昭52
　　86
i20．72）
　　88
i21．20）
　56
i13．49）
　　230
i55．42）
　24
i5．78）
　　89
i2L45）
　72
i17．35）
　　185
i44．58）
　　415
i100．00）
昭49
　　39
i26．90）
　　32
i22．07）
14
i9．66）
　　85
i58．62）
　　3
i2．07）
　　32
i22．07）
　　25
i17．24）
　　60
i41．39）
　　145
i100．00）
（）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
　表14に示すように最多装着年代は20歳代で以下
30歳代，40歳代，50歳代と続き，これらを合計す
ると全体の支台装置数428個中の395個（92．29％）
を占めた．
　2．性別装着数
　表18に示すように男が238個（55．61％）を占め，
女190個（44．39％）より多かった．
　3．部位別装着数
　表19に示すように，下顎に装着された頻度が上
顎よりも約8％多く（上顎197個，下顎231個），最
多装着部位は下顎小臼歯部の110個（25．70％）で，
最も少なかった部位は下顎前歯部の14個（3．27％）
であった．上下顎とも小，大臼歯部に比べて，前
歯部における装着頻度が少なかった．
　4．支台歯の生，失活歯別装着数
　表15および16に示すごとく，生活歯数が261歯
（60．98％）で失活歯数167歯（39．02％）より多かっ
た．これらを部位別にみると，すべての部位にお
いて生活歯数が失活歯数より多かった．また年代
別にみると20，30および40歳代で生活歯数が失活
歯数よりも多く，その他の年代では失活歯数が多
く，とくに20歳代では，その差が著しく，生活歯
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表10：単独冠支台築造体の種類別および単独冠の種類別築造数
L、 単独冠 全 前 継　　一
　　　　　　調太
z造体 且年
部鋳、生旭冠
装冠
既製前
ｩ装賦･
レジ前ン装冠 陶材鋳
n造?･
ζちト冠 レジ、“ヤンケンζ冠 ポジ
ｫξレトン冠
　　　　　　部
ｱ　　被@　　　　　覆
普@　冠
計
キャスト 昭55
545
i58．67）
　137
i14．75）
　　9
i0．97）
128
i13．78）
166
i17．87）
166
i17．87）
　　6
I．64）
854
i91．93）
コアー 昭52 281i67．71）
　39
i9．40）
　　12
i2．89）
　27
i6．51）
　　58
i13．93）
　　58
i13．93）
　　3
i0．72）
381
i91．81）
昭49　　83i57。24）
　　29
i20．00）
　　5
i3．45）
　　3
i2．07）
　　21
i14．48）
　　8
i5．52）
　　8
i5．52）
　　2
i1．38）
122
i84．14）
アマルガム 昭55
　46
i4．95）
　　1
i0．11）
　　1
i0．11）
　　2
i0．22）
　2
i0．22）
　　1
I．11）
50
i5．38）
コアー 昭52 　　7i1．69）
　　7
i1．69）
昭49 　　2i1．38）
　　2
i1．38）
レジン 昭55
　　2
i0．22）
　　2
i0．22）
コアー 昭52
昭49
セメント 昭55
　　18
i1．94）
　　3
i0．32）
　　3
i0．32）
　2
i0．22）
23
i2．48）
コアー 昭52
　　ll
i2．65）
　　5
i1．20）
　　5
i1．20）
　　1
i0．24）
　　1
i0．24）
　10
i2．41）
　27
i6．51）
昭49　　16ill．03）
　　2
i1．38）
　　2
i1．38）
　　1
i0．69）
　　1
i0．69）
　　2
i1．38）
　　21
i14．48）
昭55 611 141 9 132 168 168 9 929
（65．77） （15．18） （0．97） （14．21）（18．08）（18．08） ⑩．97） （100．00）
計 昭52 299i72．05）
　　44
i10．60）
　12
i2．89）
　32
i7．71）
　　59
i14．22）
　　59
i14．22）
　13
i3．13）
415
i100．00）
昭49 101 31 5 3 23 9 9 4 145
（69．66）（21．38） （3．45） （2．07） （15．86） （6．21） （6．21） （2．76） （100．00）
（）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
の97歯（22．66％）に比較すると，失活歯21歯
（4．91％）と少数であった．
　5．支台装置の種類別装着数
　表17，18，19に示すように，単独冠と同じく全
部鋳造冠が331個（77．34％）と最多で，陶材溶着
鋳造冠61個（14．25％），一部被覆冠34個（7．94％）
がこれに次いだ．陶材溶着鋳造冠は20歳代が最も
多く22個（5．14％）を占めた．小，大臼歯部は全
部鋳造冠が，また前歯部は陶材溶着鋳造冠の装着
頻度が多かった．
　6．支台築造体について
　表20，21および22に示すごとく支台築造を施し
た架工義歯の支台数165個のうち，キャストコアー
は139個（84．24％）を数えて最も多く，レジコアー
はみられなかった．キャストコアー以外の築造体
については，とくに上顎よりも下顎の築造頻度が
多かった．単独冠と同様いずれの年代においても
キャストコアーの占める割合が多く，アマルガム
コアー，セメントコアーは全部鋳造冠以外の支台
築造には使用されなかった．
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　　　表11：架工義歯の年代別およびユニット数別装着数
ユニ ット数
調木 3 4 5 6 7 8 計
年　代　且 年
昭 55 　　2i1．03）
　　2
i1．03）
20歳未満 昭 52 　　2i1．87）
　　2
i1．87）
昭 49 　　4i8．33） 　　4i8．33）
昭 55 　42i21．54）
　　6
i3．08）
　　3
i1．54）
　　1
i0．51）
　　1
i0．51）
　53
i27．18）
20歳代 昭 52 　　34i31．78） 　　4i3．74） 　　1i0．93） 　　1i0．93） 　　40i37．38）
昭 49 　　8i16．67）
　　4
i8．33）
　　2
i4．17）
　　14
i29．17）
昭 55 　48i24．62）
　　2
i1．03）
　　1
i0．5D
　　51
i26．15）
30歳代 昭 52 　　31i28．97） 　　4i3．74） 　　35i32．71）
昭 49 　　10i20．83）
　　1
i2．08）
　　3
i6．25）
　　14
i29．17）
昭 55 　39i20．00）
　　6
i3．08）
　1
i0．51）
　46
i23．59）
40歳代 昭 52 　　12iIL21） 　　1i0．93＞ 　　1i0．93） 　　14i13．08）
昭 49 　　5i10．42）
　　1
i2．08）
　　6
i12．50）
昭 55 　26i13．33）
　　2
i1．03）
　　3
i1．54）
　　1
i0．51）
　32
i16．41）
50歳代 昭 52 　　7i6．54） 　　1i0．93） 　　2i1．87） 　10i9．35）
昭 49 　　4i8．33）
　　2
i4．17）
　　4
i8．33）
　　10
i20．83）
昭 55 　　3i1．54）
　　2
i1．03）
　　1
i0．51）
　　6
i3．08）
60歳代 昭 52 　　2i1．87） 　　1i0．93） 　　1i0．93） 　　4i3．74）
昭 49 ．
昭 55 　　1i0．51）
　　3
i1．54）
　　1
i0．51）
　　5
i2．56）
70歳代 昭 52 　　2i1．87） 　　2i1．87）
昭 49
昭 55
80歳以上
昭 52
昭 49
161 21 8 3 1 1 195
昭 55 （82．56） （10．77） （4．10）（1．54） （0．51） （0．51） （100．00）
計 昭 52
　　90
i84．11）
　10
i9．35）
　　3
i2．80）
　4
i3．74）
107
i100．00）
昭 49 31 8 9 48
（64．58） （16．67）（18．75） （100．00）
（）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
表12：架工義歯と性別
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表13：架工義歯の架工歯数別および年代別装着数
　　性　別
ｲ査年 男　　　　　女　　　　　計 調
架工歯数
1　　　2 3 4　　　5 計
昭　55 110　　　　　　　　　　　85　　　　　　　　　　195
年　f査
年
昭　52
ｺ　49
（56．41）　　　　　　（43．59）　　　　　（100．00）
@54　　　　　53　　　　　107
i50．47）　　　　　　（49．53）　’　　　（100．00）
@30　　　　　18　　　　　48
i62．50）　　　　　　（37．50）　　　　　（100．00）
2臓未満
昭55
ｺ52
ｺ49
（15、）
i15，）4
　2
iLO3）
@2
i1．87）
@4
G．架工歯について
P歯部が84個
ﾊにみると20，
ｽ　今回の報告は，
　　　　　　　　　　　　　　　（　）％
@　　　　　　　　　　　　　　昭55：昭和55年
@　　　　　　　　　　　　　　昭52：昭和52年
@　　　　　　　　　　　　　　昭49：昭和49年
@表22に表すように，架工歯総数212個中，下顎大
@　　　　　（39．62％）と最も多く，下顎前歯部
ｪ7個（3．30％）と最少数であった．また，年代
@　　　　　　30および40歳代の装着率が高かっ
@　　　　　　考　　　　　察
@　　　　　　　昭和55年1月から同年12月まで
@1か年間に松本歯科大学病院補綴診療科で装着
ｳれた単独冠1146個および架工義歯195装置につ
｢て病院歯科診療録，補綴科院内カルテおよび材
ｿ支給伝票を資料として，患者総数と地域別患者
煤C性別と年代別患者数，単独冠と架工義歯の装
?告狽ﾈど7項目について装着頻度を調査したも
@　　　　以下調査成績を総括するとともに，
ｱれまでに報告7・23）した成績とも比較しながら考
@患者総数は537人で，昭和49年23）の116人，昭和
T2年71の318人と比べると調査年毎に増加傾向に
@　　　男女比については女のほうが男よりも
@　　　　　昭和52年ηと傾向的な差はみられな
ｩった．これまでの調査孔23）と同様に20歳代から50
ﾎ代までに全体の約9割が含まれ，なかでも20歳
@　　　　　40歳代の占める割合は約75％を数え
@　また厚生省のまとめた昭和56年の”歯科疾患
20歳代
R0歳代
S0歳代
T0歳代
U0歳代
V0歳代
W0歳以上
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
（8．33）
S7　　5
i2410）（2．56）
R6　　4
i33．64）（3．74）
@9　　　5
i1＆75）（10．42）
T0　　1
i2564）（0．51）
R2　　3
i2991）（2．80）
P1　　3
i2292）（6．25）
S5
i23．08）
@12　　1
i11．21）（0．93）
@5　　　1
i1042）〔2，0旬
Q8　　4
i14．36）（2．05）
@8　　　1
i7．48）（0．93）
@5　　　5
i1α42）（10．42）
@5　　　1
i2．56）（0．51）
@3　　　1
i2．80）（0．93）
@4　　　1
i2．05）（0．51）
i1至ヵ
（o』1）
i。；3）
（0151）
@1
i0．93）
（8．33）
実態調査報告”
｢歯者数は，
　　　　　　　18》によると20歳から59歳までの有
@　　　　　有顕歯者総数の6割強を占め，さら
ﾉ20歳から49歳までの一人当たり平均喪失歯数が
O．40歯～6．12歯であったことが報告されている．
計
昭55
ｺ52
ｺ49
181　　12
i92．82）（6．15）
X5　　10
i8＆79）（9，35）
R4　　14
i7α83）（29．1η
　1
i0．51｝
@1
i0．93）
　1
i0．51）
@1
i0．93）
　195
i100．00）
@107
i10000）
@48
i100．00）
こうしたことを考え合わせると，改めてこれらの
年代が冠・架工義歯の施術対象年齢であることが
わかった．
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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　　　　　表14：架工義歯支台装置の年代別および部位別装着数
部 位
出 幽 8－6　6－8出 市 工 8－6　6－8百眠　　　　　　調×年代 且年
昭55 　　2i0．47）
　　2
i0．47）
　　1
i0．23）
　　1
i0．23）
　　2
i0．47）　（0．93）
20歳未満昭52 　　1i0．44）
　　1
i0．44）
　　2
i0．88）
　　1
i0．44）
　　1
i0．44）
　　2　　　　4
i0．88）　（1．75）
昭49 　　2i1．85）
　　2
i1．85）
　　4
i3．70）
　　2
iL85）
　　2
i1．85）
　　4　　　　8
i3．70）　（7．41）
昭55 　　11i2．57）
　　17
i3．97）
　　17
i3．97）
　　45
i10．5D
　　3
i0．70）
　34
i7．94）
　36
i8．41）
　　73　　　118
i17．06）（27．57）
20歳代昭52 　　9i3．95）　　16i7．02） 　　12i5．26） 　　37i16．23） 　　25i10，96） 　　24i10．53） 　　49　　　86i21．49）（37．72）
昭49 　　9i8．33）
　　5
i4．63）
　　4
i3．70）
　　18
i16．67）
　　7
i6．48）
　　6
i5．56）
　　13　　　31
i12．04）（28．70）
昭55 　　12i2．80） 　20i4．67）
　　17
i3．97）
　　49
i11．45）
　27
i6．31）
　30
i7．01）
　　57　　　106
i13．32）（24．77）
30歳代昭52 　10i2．80） 　12i5．26） 　　11i4．82） 　　33i14．47）　　3i1．32）　　17i7．46） 　18i7．89） 　　38　　　71i16．67）（31．14）
昭49 　　10i9．26）
　　6
i5．56）
　　5
i4．63）
　　21
i19．44）
　　5
i4．63）
　　6
i5．56）
　　11　　　32
i10．19）（29．63）
昭55 　　3i0．70） 　26i6．07） 　27i6．31）
　　56
i13．08）
　　7
i1．64）
　22
i5．14）
　　15
i3．50）
　　44　　　100
i10．28）（23．36）
40歳代昭52 　　6i2．63）　　3iL32）
　　5
i2．19）
　　14
i6．14）
　　3
i1．32）
　　5
i2．19）
　　7
i3．07）
　　15　　　29
i6．58）（12．72）
昭49 　　4i3．70）
　　2
i1．85）
　　2
i1．85）
　　8
i7．41）
　　2
i1．85）
　　2
i1．85）
　　4　　　12
i3．70）（1L11）
昭55 　　7i1．64）
　　11
i2．57）
　　10
i2．34）
　28
i6．54）
　　1
i0．23）
　22
i5．14）
　　20
i4．67）
　　43　　　71
i10．05）（16．57）
50歳代昭52 　　3i1．32） 　　6i2．63） 　　8i3．51） 　　17i7．46）　　6i2．63） 　　1i0．44） 　　7　　　24i3．07）（10．53）
昭49 　　2i1．85）
　　3
i2．78）
　　4
i3．70）
　　9
i8．33）
　　2
i1．85）
　　7
i6．48）
　　7
i6．48）
　　16　　　25
i14．81）（23．15）
昭55 　　3i0．70）
　　3
i0．70）
　　3
i0．70）
　　9
i2．10）
　　3
i0．70）
　　t
i0．23）
　　2
i0．47）
　　6　　　15
i1．40）　（3．50）
60歳代昭52 　　3i1．32）　　2i0．88） 　　2i0．88） 　　7i3．07） 　　2i0．88） 　　1i0．44） 　　3　　　10i1．32）　（4．39）
昭49
昭55 　3i0．70）
　　4
i0．93）
　　1
i0．23）
　　8
i1．87）
　　3
i0．70）
　　3
i0．70）
　　6　　　14
i1．40）（3．27）
70歳代昭52 　　2i0．88） 　　2i0．88） 　　4　　　　4i1．75）（1．75）
昭49
昭55
80歳以上昭52
昭49
昭55 　41i9．58）
　　81
i18．93）
　　75
i12．52）
　197
i46．03）
　　14
i3．27）
　110
i25．70）
107
i25．00）
　231　　428
i53．97）（100．00）
計 昭52 　　31i13．60）
　　40
i17。54）
　　39
i17．11）
　110
i48．25）
　　12
i5．26）
　　53
i23、25）
　　53
i23．25）
　118　　228
i5L75）（100、00）
昭49 　　25i22．15）
　　18
i16．67）
　　17
i15．74）
　　60
i55．56）
　　2
i1．85）
　　23
i21．30）
　　23
i21．30）
　　48　　　108
i44．44）（100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
日召49：日召1…［149年
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表15：架工義歯支台歯の生・失活歯別および年代別装着数
年　代
支台歯　調×の状態
且年
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計
昭55 　　1i0．23）
　　97
i22．66）
　　66
i15．42）
　　56
i13．08）
　35
i8．18）
　　4
i0．93）
　　2
i0．47）
261
i60．98）
生活歯 昭52 　　4i1、75）
　　52
i22．81）
　　47
i20．61）
　　19
i8．33）
　　20
i8．77）
　　5
i2．19）
　　4
iL75）
151
i66．23）
昭49 　　4i3、70）
　　19
i17．59）
　　19
i17．59）
　　7
i6．48）
　　12
i11．11）
　　61
i56．48）
昭55 　　3i0．70）
　21
i4．91）
　　40
i9．35）
　　44
i10．28）
　　36
i8．41）
　　11
i2．57）
　　12
i2．80）
167
i39．02）
失活歯 昭52 　　34i14．91）
　　24
i10．53）
　　10
i4．39）
　　4
i1．75）
　　5
i2．19）
　　77
i33．77）
昭49 　　4i3．70）
　　12
i11．11）
　　13
i12．04）
　　5
i4．63）
　　13
i12．04）
　　47
i43．52）
昭55 　　4i0．93）
　118
i27．57）
　106
i24．77）
　100
i23．36）
　　71
i16．59）
　　15
i3．50）
　　14
i3．27）
　428
i100．00）
計 昭52 　　4iL75）
　　86
i37．72）
　　71
i31．14）
　　29
i12．72）
　　24
i10．53）
　　10
i4．39）
　　4
i1．75）
　228
i100．00）
昭49 　　8i7．41）
　　31
i28．70）
　　32
i29．63）
　　12
i11．11）
　　25
i23．15）
　108
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
表16：架工義歯支台歯の生・失活歯別および部位別装着数
支台歯　調太の状態
年　代
飼N 単 幽　出 出 弔 耶 胴帯
生活歯
ｸ活歯
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
　　26
i6．07）
@　16
i7．02）
@　18
i16．67）
@　15
i3．50）
@　15
i6．58）
@　7
i6．48）
　　50　　　　50
i11．68）　（11．68）
@　26　　　　24
i11．40）　（10．53）
@　10　　　　11
i9．26）　（10．19）
@　30　　　　26
i7．01）　（6．07）
@　14　　　　15
i6．14）　（6．58）
W　　6（7．41）　（5．56）
　126
i29．44）
@　66
i28．95）
@　39
i36．11）
@　71
i16．59）
@　44
i19．30）
@　21
i19．44）
　　10
i2．34）
@　10
i4．39）
@　2
i1．85）
@　4
i0．93）
@　2
i0．88）
　　65
i15．17）
@　41
i17．98）
@　11
i10．19）
@　45
i10．51）
@　12
i5．26）
@　12
i11．11）
　　60
i14．02）
@　34
i14．91）
@　9
i8．33）
@　47
i10．98）
@　19
i8．33）
@　14
i12．96）
135
i3L54）
@　85
i37．28）
@　22
i20．37）
@　96
i22．43）
@　33
i14．47）
@　26
i24．07）
　261
i60．98）
@151
i66．23）
@　61
i56．48）
@167
i39．02）
@　77
i33．77）
@　47
i43．52）
計
昭55
ｺ52
ｺ49
　　41
i9．58）
@　31
i13．60）
@　25
i23．15）
　　80　　　　76
i18．69）　（17．76）
@　40　　　　39
i17．54）　（17．11）
@　18　　　　17
i16．67）　（15．74）
　197
i46．03）
@110
i48．25）
@　60
i55．56）
　　14
i3．27）
@　12
i5．26）
@　2
i1．85）
110
i25．70）
@　53
i23．25）
@　23
i21．30）
　107
i25．00）
@　53
i23．25）
@　23
i21．30）
231
i53．97）
P18
i51．75）
@　48
i44．44）
　　428
i100．00）
@　228
i100．00）
@　108
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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　表17：架工義歯支台装置の種類別および年代別装着数
年 代
20歳未満 20歳代30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代80歳以上 計
　　　　　　　　　　　　調木種　類
且年
昭55 　　83i19．39）
　　89
i2079）
　　80
i18．69）
　　61
ii4．25）
　　9
i2．10）
　　9
i2．1旬
　331
i77．34）
全部鋳造冠 昭52 　　4i1．75） 　　71i31．14）　　51i22．37）　　19i8．33） 　　13i57．70）　　7i3．07）　　4i1．75） 　169i74．12）
昭49 　　8i7．41）
　　19
i17．59）
　　20
i18．51）
　　7
i6．48）
　20
i18．51）
　　74
i68．52）
昭55 　　4i0．93） 　23i5．37）
　　6
i1．40）
　10
i2．34）
　　8
i1．87）
　　6
i1．40）
　　5
i1．17）
　　62
i14．48）
前　　装　　冠 昭52 　　13i5．70）
　　8
i3．51）
　　8
i3．51）
　5
i2．19）
　　3
i1．31）
　　37
i16．23）
昭49 　　7i6．48）
　　6
i5．56）
　　2
i1．85）・
　　15
i13．89）
昭55
既製陶歯前装冠 昭52 　　2i0．88）
　　2
i0．88）
昭49 　　3i2．78）
　　3
i2．78）
昭55 　　1i0．23）
　　1
i0．23）
レジン前装冠 昭52 　　5i2．19）　　2i0．88） 　3i1．32）
　　1
i0．44）
　11
i4．82）
昭49 　　4i3．70）
　　4
q3．70）
昭55 　　4i0．93） 　22i5．14）
　　6
i1．40）
　10
i2．34）
　　8
i1，87）
　　6
i1．40）
　　5
i1．17）
　　61
i14．25）
陶材｝容着鋳造冠 昭52 　　8i3．51）
　　4
i1．75）
　　8
i3．51）
　　2
i0，88）
　　2
i0．88）
　　24
i10．53）
昭49 　　4i3．70）
　　2
i1．85）
　　2
iL85）
　　8
i7．41）
昭55 　　1i0．23）
　　1
i0．23）
ジャケット冠 昭52
昭49
昭55
レジン
@　ジャケット冠 昭52
昭49
昭55 　　1i0．23）
　　1
i0．23）
ポーセレン
@　ジャケット冠 昭52
昭49
昭55
継　　続　　歯 昭52 　　2i0．88）
　　2
i0．88）
昭49 　　1i0．93）
　　1
i0．93）
　　2
i1．85）
昭55 　　11i2．57）
　　11
i2．57）
　　10
i2．34）
　2
i0．46）
　34
i7．94）
一部被覆冠 昭52 　　2i0．88）　　10i4．39）　　2i0．88） 　6i2．63） 　20i8．77）
昭49 　　5i4．63）
　　6
i5．56）
　　2
i1．85）
　4
i3．70）
　　12
i15．74）
昭55 　　4i0．93）
　118
i27．57）
　　106
D（24．77）
　100
i23．36）
　　71
i16．59）
　　15
i3．50）
　　14
i3．27）
　　428
i100．00）
計 昭52 　　4i1．75）
　　86
i37．72）
　　71
i31．14）
　　29
i12．72）
　　24
i10．53）
　　10
i4．39）
　　4
i1．75）
　　228
i100．00）
昭49 　　8i7．41）
　　31
i28．70）
　　32
i29．63）
　　12
i11．11）
　　25
i23．15）
　　108
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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表18：架工義歯の種類別および性別装着数
種
　　　　性
飼N
男 女 計
部鋳造冠
@　　装　　冠
?ｻ陶歯前装冠
激Wン前装冠
ｩ材～容着鋳造冠
сPット冠
激Wン
@　ジャケット冠
|ーセレン
@　ジャケット冠
@　　続　　歯
粕﨑｢冠
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
　　182
i42．52）
@　82
i35．96）
@　49
i45．37）
@　32
i7．48）
@　20
i8．77）
@　3
i2．78）
@　2
i0．88）
@　2
i0．88）
@　1
i0．93）
@　32
i7．48）
@　16
i7．02）
@　2
i1．85）
@　1
i0．93）
@　24
i5．61）
@　15
i6．58）
@　14
i12．96）
　　149
i34．81）
@　87
i38．16）
@　25
i23ユ5）
@　30
i7．01）
@　17
i7．46）
@　12
i1L11）
@　3
i2．78）
@　1
i0．23）
@　9
i3．95）
@　3
i2．78）
@　29
i6．78）
@　8
i3．51）
@　6
i5．56）
@　1
i0．23）
@　1
i0．23）
@　2
i0．88）
@　1
i0．93）
@　10
i2．33）
@　5
i2．19）
@　3
i2．78）
　　331
i77．34）
@　169
i74．12）
@　74
i68．52）
@　62
i14．48）
@　37
i16．23）
@　15
i13．89）
@　2
i0．88）
@　3
i2．78）
@　　1
i0．23）
@　11
i4．83）
@　4
i3．70）
@　61
i！4．25）
@　24
i10．53）
@　8
i7．41）
@　1
i0．23）
@　1
i0．23）
@　2
i0．88）
@　2
iL85）
@　34
i7．94）
@　20
i8．77）
@　17
i15．74）
計
昭55
ｺ52
ｺ49
　238
i55．61）
@117
i51．32）
@67
i62．04）
　190
i44．39）
@111
i48．68）
@　41
i37．96）
　　428
i100．00）
@　228
i100．00）
@　108
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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　次に住所別患者数をみると塩尻市内在住者が
297人（55．31％）を占めているが，先に調査報告
した昭和49年23）の63．50％，昭和52年7）の57．55％
に比べると僅かに減少傾向にあった．しかし，そ
の差は少なく今後の調査を待って検討したい．
　次に単独冠および架工義歯の装着頻度について
みると，まず単独冠では昭和55年1か年間の総製
作数は1146個を数え，昭和49年23｝の233個，同52
年7）の514個に比べると調査年毎に2倍強の増加
をみた．また，架工義歯は昭和55年1か年間に195
装置を製作し，同52年7）の107装置，同49年23）の48装
置に比べると，これもまた，調査年毎に2倍を前
後する増加をみた．開院7年を経て，付近在住者
に大学病院として一応の評価を得たものと理解し
てよい．
　また，年代別にみると20～50歳代の単独冠装着
率は全体の約90％を占めたが，これは先の調
査7・23ハや小森ら（1977）15）の報告とも同じであった．
厚生省の調査18）でも，これらの年代での金属冠の
年齢別処置歯数は81％強，継続歯では85％弱で
あったことも報告されており，本調査結果が傾向
を異にしていないことが理解できる．
　架工義歯支台装置についても20，30および40歳
代の装着率が高率で全体の75．70％を占めていた．
架工義歯の装着数と年齢との関係についてみても
20，30および40歳代の装着数は76．92％であった
が，この2つの値が近似していることについては
当然の結果と思われる．これを宮内ら（1956）19）の
80．4％（昭和27年，同28年），79．9％（昭和22年同
23年），平沼ら（1959）3）の81．84％，平沼ら（1967）4）
の92％，入野ら（1975）6｝の85．5％，河原ら（1978）11｝
の74．7％，小森ら（1977）15）の架工義歯支台装置の
装着頻度81．20％という報告と比較すると若干低
い装着率の傾向にあると思われたが，20，30およ
び40歳代での装着率が高いという点では各報告と
一致していた．このことは小森ら（1977）15）が考察
しているように，架工義歯の適応症が1～数歯以
内の少数歯欠損であることと，20歳代から40歳代
までの1人平均の喪失歯数が厚生省の報告18）では
0．40歯～6．12歯であることと考え合わせるとうな
づける結果である．
　性別に装着頻度をみた場合，単独冠では，昭和
49年23），昭和52年7）の調査結果より，女のほうが男
よりも装着率の増加傾向をみたが，この女の装着
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　　　　　表19：架工義歯支台装置の種類別および部位別装着数
　　　　　　　　　　調木種　類
部　位
飼N 出幽 出 諏 工 爾 讃
全部鋳造冠
O　　装　　冠
@　既製陶歯
@　　　　　　前装冠
@　レジン前装冠
@　陶材溶着
@　　　　　　鋳造冠
Wャケット冠
@　レジン
@　ジャケット冠
@　ポーセレン
@　ジャケット冠
p　　続　　歯
齦粕﨑｢冠
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
　　34
i7．94）
@　26
i11．40）
@　12
i1U1）
@　2
i0．88）
@　3
i2．78）
@　8
i3．51）
@　3
i2．78）
@　34
i7．94）
@　16
i7．02）
@　6
i5．56）
@　　2
i0．88）
@　　2
i1．85）
@　　7
i1．64）
@　　3
i1．32）
@　11
i10．19）
　　61
i14．25）
@　36
i15．79）
@　16
i14．81）
@　9
i2．10）
@　3
i1．32）
@　2
i1．85）
@　1
i0．23）
@　1　－
i0．44）
@　1
i0．93）
@　8
i1．87）
@　2
i0．88）
@　1
i0．93）
@　10
i2．33）
@　　1
i0．44）
　　75
i17．52）
@　37
i16．23）
@　16
i14．81）
@　1
i0．44）
@　1
i0．93）
@　1
i0．44）
@　1
i0．93）
@　1
i0．23）
@　　1
i0．23）
@　　1
i0．44）
　136
i31．78）
@　73
i32．02）
@　32
i29．62）
@　43
i10．04）
@　30
i13．16）
@　15
i13．89）
@　2
i0．88）
@　3
i2．78）
@　　1
i0．23）
@　9
i3．95）
@　4
i3．70）
@　42
i9．8り
@　19
i8．33）
@　8
i7．41）
@　　1
i0．23）
@　　1
i0．23）
@　　2
i0．88）
@　　2
i1．85）
@　17
i3．97）
@　　5
i2．19）
@　11
i10．19）
　　9
i2．10）
@　5
i2．19）
@　1
i0．44）
@　9
i2．10）
@　4
i1．75）
@　5
i1．17）
@　7
i3．07）
@　2
i1．85）
　　94
i21．96）
@　46
i20．10）
@　19
i17．59）
@　7
iL64）
@　2
i0．88）
@　1
i0．44）
@　7
i1．64）
@　1
i0．44）
@　9
i2．10）
@　5
i2ユ9）
@　4
i3．70）
　101
i23．60）
@　50
i21．93）
@　23
i21．29）
@　3
i0．70）
@　3
i0．70）
@　3
i0．70）
@　3
iL32）
@　23
i21．29）
　195
i45．56）
@　96
i42．11）
@　42
i38．88）
@　19
i4．44）
@　7
i3．07）
@　2
i0．88）
@　19
i4．44）
@　5
i2．19）
@　17
i2．77）
@　15
i6．58）
@　　6
i5．56）
　331
i77，34）
@169
i74．12）
@　74
i68，52）
@　62
i14，48）
@　37
i16，23）
@　15
i13，89）
@　2
i0．88）
@　3
i2．78）
@　1
i0．23）
@　11
i4．82）
@　4
i3．70）
@　61
i14．25）
@　24
i10．53）
@　8
i7．41）
@　1
i0．23）
@　1
i0．23）
@　2
i0．88）
@　2
i1．85）
@　34
i7．94）
@　20
i8．77）
@　17
i15．74）
計
昭55
ｺ52
ｺ49
　　41
i9．58）
@　31
i13．60）
@　25
i23．15）
　　80
i18．69）
@　40
i17．54）
@　18
i16．67）
　　76
i17．76）
@　39
i17ユ1）
@　17
i15．74）
　197
i45．03）
@110
i48．25）
@　60
i55．56）
　　14
i3．27）
@　12
i5．26）
@　2
i1．85）
　110
i25．70）
@　53
i23．25）
@　23
i21．30）
　107
i25．00）
@　53
i23．25）
@　23
i21．30）
　　231
i53．97）
@　118
i5L75）
@　48
i44．44）
　　428
i100．00）
@　228
i100．00）
@　108
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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表20：架工義歯支台築造体の種類別および部位別築造数
　　　　　　　　　調木種　類
部　位
飼N 出 幽 出 胴 縮 聴 鵠
キャストコァー
Aマルガムコァー
激Wンコアー
Zメントコァー
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
　　15
i9．09）
@　10
i13．33）
@　5
i11．11）
@　3
i4．00）
　　28
i16．97）
@　12
i16．00）
@　4
i8．29）
@　1
i0．61）
@　1
i0．61）
@　2
i2．67）
@　4
i8．89）
　　23
i13．94）
@　11
i14．67）
@　6
i13．33）
@　3
i1．81）
@　4
i5．33）
　　66
i40．00）
@　33
i44．00）
@　15
i33．33）
@　｜
i0．61）
@　4
i2．42）
@　9
i12．00）
@　4
i8．89）
　　2
i1．21）
@　2
i2．67）
　　37
i22．42）
@　9
i12．00）
@　8
i17．78）
@　3
i1．81）
@　2
i2．67）
@　5
i3．03）
@　1
i1．33）
@　4
i8．89）
　　34
i20．61）
@　12
i16．00）
@　9
i20．00）
@　10
i6．06｝
@　2
i2．67）
@　3
i1．81）
@　5
i6．67）
@　5
i11．ll）
　　73
i44．24）
@　23
i30．67）
@　17
i37．78）
@　13
i7．88）
@　4
i5．33）
@　8
i4．85）
@　6
i8．00）
@　9
i20．00）
　139
i84．24）
@　56
i74．67）
@　32
i71．11）
@　14
i8．48）
@　4
i5．33）
@　12
i7．27）
@　15
i20．00）
@　13
i28．89）
計
昭55
ｺ52
ｺ49
　　15
i9．09）
@　13
i17．33）
@　5
i11．11）
　　20
i18．18）
@　14
i18．67）
@　8
i17．78）
　　26
i15．76）
@　15
i20．00）
@　6
i13．33）
　　71
i43．03）
@　42
i56．00）
@　19
i42．22）
　　2
i1．21）
@　2
i2．67）
　　45
i27．27）
@　12
i16．00）
@　12
i26．67）
　　47
i28．48）
@　19
i25．33）
@　14
i31．11）
　　94
i56．97）
@　33
i44．00）
@　26
i57．78）
　　165
i100．00）
@　75
i100．00）
@　45
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
率62．30％は，調査患者数の多い入野ら（1957）6｝，
河原ら（1978）11），小森ら（1977）15），平沼ら（1967）4》，
岸ら（1971）13｝，加藤ら（1974）8｝，加藤ら（1978）9）
の各報告と比べると，いずれよりも低い値であっ
た．このことは地域の特殊性なども考えられるが，
今後も患者数の増加とともに女の装着率の増加を
推測できる成績であった．また，架工義歯支台装
置は昭和49年23），同52年7），同55年ともすべて男の
ほうが女よりも高率であった．河原ら（1977）1°｝，
宮内ら（1956）19），平沼ら（1959）3），平沼ら（1967）4），
岸ら（1971）13），加藤ら（1974）s｝，加藤ら（1978）9｝，
入野ら（1975）6），中嶋ら（1977）2°）いずれも女の装
着率が男を上回っており，本調査とは逆の結果と
なった．患者の男女数は女のほうが多いが，架工
義歯の装着数では男のほうが多かったことによる
当然の結果であるが，これは架工義歯の製作数そ
のものが，195装置と甘利ら（1980）1）の618装置，
河原ら（1977）17）の1156装置など，他の調査に比べ
て著しく少なく，一様に本調査特有の傾向である
と結論づけることはできない．さらに今後の調査
によって検討を加えたい．
　次に部位別にみた装着頻度を検討すると，単独
冠では上顎前歯部のほうが下顎前歯部よりも装着
率が圧倒的に高い傾向は，これまでの調査報告7・23）
においても認められ，さらに入野ら（1957）6｝，小
森ら（1977）15），宮内ら（1956）19），河原ら（1978）II），
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表21：架工義歯支台築造体の種類別および架工義歯支台装置の種類別築造数
支台歯 全 ジ 一
　　　調×
嵭ﾞ　　且年、
の種類 部鋳造冠
前装冠
既製前
ｩ装賦･
レジ前ン装　冠 霧鋳膓溶造　　ト着冠　　冠 レジW虜ンζ　冠 ポジ距
継続歯 部被覆冠
計
昭55
120
i72．73）
　19
i11．52）
　19
i11．52）
139
i84．24）
キャストコアー 昭52　44i58．67）
　12
i16．00）
　3
i4．oo）
　9
i12．00）
　56
i74．67）
昭49　27i6．00）
　3
i6．67）
　1
i2．22）
　2
i4．44）
　2
i4．44）
　32
i71．11）
昭55 　14i8．48）
　14
i8．48）
アマルガムコァー 昭52　4i5．33）
　4
i5．33）
昭49
昭55
レジンコアー 昭52
昭49
昭55
12
i7．27）
　12
i7．27）
セメントコアー 昭52　12i16．00）
　3
i4．00）
　2
i2．67）
　1
i1．33）
　15
i20．00）
昭49　12i26．67）
　1
i2．22）
　1
i2．22）
　13
i28．89）
昭55
146
i田．48）
　19
ill．52）
　19
i11．52）
165
i100．00）
計 昭52　60i80．00）
　15
i20．00）
　2
i2．67）
　3
i4．00）
　10
i13．33）
　75
i100．00）
昭42　39i86．67）
　4
i8．89）
　2
i4．44）
　2
i4．44）
　2
i4．44）
　45
i100．00）
（）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
平沼ら（1967）4），加藤ら（1974）8），加藤ら（1978）9），
江河ら（1951）2），中沢ら（1953）21），中沢ら（1959）22｝，
角田ら（1963）25），井上ら（1967）5），小島ら（1975）14｝，
鵜山ら（1977）26）らと同様の結果であった．このこ
とは，下顎前歯部の酷蝕罹患率が上顎前歯部に比
較して低いことや，厚生省のまとめた“昭和56年
歯科疾患実態調査報告18）”でも上顎前歯部に比べ
て下顎前歯部の健全歯数が約11％強も多かったこ
とが報告されていることから容易に理解できる．
また架工義歯の支台装置として高頻度に装着され
た部位は上，下顎とも小臼歯部で，昭和52年7｝の成
績および小森ら（1977）16）の報告と一致したが，こ
れは架工歯の部位別頻度でも大臼歯部，とくに下
顎大臼歯部が高頻度であるということと関連づけ
ると理解しやすい．また，下顎臼歯部の欠損補綴
が多い成績を得たのは菊池ら（1959）12）の報告にあ
るとおり下顎大臼歯の喪失頻度が他の歯種よりも．
高いことを裏づけるものである．
　次に単独冠および架工義歯の支台装置の種類別
装着頻度について検討を加えると，まず，単独冠
松本歯学　11（3）1985 241
表22：架工歯の年代別および部位別装着数
年　代調査年
部　位
出 幽 出 弔 耶 爾 眠
20歳未満
@　20歳代
@　30歳代
@　40歳代
@　50歳代
@　60歳代
@　70歳代
W0歳以上
昭55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
ｺ55
ｺ52
ｺ49
　　　1
i0．47）
@　6
i2．83）
@　5
i4．10）
@　4
i6．45）
@　4
i1．89）
@　6
i4．92）
@　5
i8．06）
@　1
i0．47）
@　2
i1．64）
@　1
i1．61）
@　3
i1．42）
@　4
i3．28）
@　1
i0．47）
@　1
i0．82）
@　3
iL42）
　　1
i1．61）
@　7
i3．30）
@　6
i4．92）
@　5
i8．06）
@　11
i5．19）
@　3
i2．46）
@　3
i4．84）
@　8
i3．77）
@　3
i2．46）
@　2
i3．23）
@　7
i3．30）
@　3
i2．46）
@　3
i4．84）
@　1
i0．47）
@　2
iL64）
　　　1
i0．82）
@　　1
i1．61）
@　12
i5．66）
@　9
i7．38）
@　1
i1．61）
@　9
i4．25）
@　7
i5．74）
@　4
i6．45）
@　18
i8．49）
@　3
i2．46）
@　1
i1．61）
@　4
i1．89）
@　5
i4．10）
@　3
i4．84）
@　2
i0．94）
@　1
i0．47）
　　　1
i0．47）
@　　1
i0．82）
@　　2
i3．23）
@　25
i1L79）
@　20
i16．39）
@　10
i16．13）
@　24
i11．32）
@　16
i13．11）
@　12
i19．35）
@　27
i12．74）
@　8
i6．56）
@　4
i6．45）
@　14
i6．60）
@　12
i9。84）
@　6
i9．68）
@　4
i1．89）
@　3
i2．46）
@　4
i1．89）
　　1
i0．47）
@　1
i0．82）
@　5
i2．36）
@　3
i2．46）
@　1
i0．82）
@　1
i0．47）
　　　6
i2．83）
@　2
i3．23）
@　6
i2．83）
@　7
i5．74）
@　2
i3．23）
@　6
i2．83）
@　1
i0．82）
@　3
i1．42）
@　1
i0．82）
@　3
i4．84）
@　1
i0．47）
@　2
i1．64）
　　　f
i0．47）
@　　1
i0．82）
@　2
i3．23）
@　28
i13．21）
@　24
i19．67）
@　7
i11．29）
@　22
i10．38）
@　14
i11．48）
@　3
i4．84）
@　11
i5．19）
@　5
i4．10）
@　3
i4．84）
@　19
i8．96）
@　6
i9．68）
@　1
i0．47）
@　2
i1．64）
@　2
i0．94）
　　　1
i0．47）
@　　1
i0．82）
@　　2
i3．23）
@　35
i16．51）
@　24
i19．67）
@　9
i14．52）
@　28
i13．21）
@　22
i18．03）
@　5
i8．06）
@　22
i10．38）
@　9
i7．38）
@　3
i4．84）
@　22
i10．38）
@　2
i1．64）
@　9
i14．52）
@　3
i1．42）
@　2
i1．64）
@　2
i0．94）
@　2
i1．64）
　　2
i004）
@　2
i1．64）
@　4
i6．45）
@　60
i28．30）
@　44
i36．07）
@　19
i30．65）
@　52
i24．53）
@　38
i31．15）
@　17
i27．42）
@　49
i23．11）
@　17
i13、93）
@　7
i11．29）
@　36
i16．98）
@　14
ill．48）
@　15
i24ユ9）
@　7
i3．30）
@　5
i4．10）
@　6
i2．83）
@　2
i1．64）
計
昭55
ｺ52
ｺ49
　　19
i8．96）
@　18
i14．75）
@　10
i16．13）
　　34
i16．04）
@　17
i13．93）
@　14
i22．58）
　　46
i21．70）
@　25
i20．49）　　・
@　10
i16．13）
　　99
i46．70）
@　60
i49．18）
@　34
i54．45）
　　7
i3．30）
@　5
i4．10）
　　22
i10．38）
@　11
i9．02）
@　7
i11．29）
　　84
i39．62）
@　46
i37．70）
@　21
i33．87）
　113
i53．30）
@　62
i50．82）
@　28
i45．16）
　　212
i100．00）
@　122
i100．00）
@　62
i100．00）
（　）％
昭55：昭和55年
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
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においては全部鋳造冠の占める割合が他の種類と
比べると最も多かった．部位別にみた場合には，
最も製作数の多かった上顎前歯部では陶材溶着鋳
造冠とレジンジャケット冠でほとんどを占めてい
た．審美的配慮が必要なことを考えれぽ当然であ
るが，この陶材溶着鋳造冠とレジンジャケット冠
を性別にみると女のほうが男の2倍多く，年代別
にみると前者は20歳代，後者は40歳代において最
も多い頻度を示した．先の昭和49年23）の報告をみ
ると，陶材溶着鋳造冠の装着率は同程度だが，既
製陶歯前装冠や陶材ジャケット冠が若干みられ，
レジンジャケット冠の装着率が少なかった．昭和
52年7）の成績では，レジンジャケット冠の装着率
が増加する一方で既製陶歯前装冠や陶材ジャケッ
ト冠はみられなかった．今回の成績では，陶材溶
着鋳造冠とレジンジャケット冠が審美的補綴物の
ほとんどを占めるに至った．小森ら（1977）15）は既
製陶歯前装冠やレジンジャケット冠も若干みら
れ，レジン前装冠が陶材溶着鋳造冠と同頻度の高
率でみられたとし，河原ら（1978）11｝は過去5年間
で陶材溶着鋳造冠とレジン前装冠が非常に高率で
合わせて48．7％に達し，既製陶歯前装冠，陶材ジャ
ケット冠，レジンジャケット冠が非常に少なく
なっていることを報告している．今回の調査でレ
ジンジャケット冠が高い頻度で製作，装着され，
結：果を異にしているが，これは病院所在地の環境
や学生臨床実習での教育内容の違いなども一因し
ていることによるものと考えたい．架工義歯支台
装置については，昭和49年23），昭和52年7｝と比べ
て，全部鋳造冠，陶材溶着鋳造冠が増加傾向を示
し，一部被覆冠や，既製陶歯前装冠，レジン前装
冠が減少傾向にあったが，臼歯部における陶材溶
着鋳造冠の使用頻度の増加が特徴的であった．こ
れは，患者の審美的感覚が以前にも増して関心事
となり，臼歯部にもこれを希望すると同時に陶材
溶着鋳造冠の適合性，材料的強度などに臨床的な
安定性が得られるようになったことによるものと
思われる．小森ら（1977）15）は全部鋳造冠69．02％，
レジン前装冠14．60％，陶材溶着鋳造冠6．98％，河
原ら（1978）11）は全部鋳造冠48．5％，レジン前装冠
28．3％，陶材溶着鋳造冠20．3％と報告し，レジン
前装冠が比較的多くみられるが，今回の調査では
単独冠でも架工義歯支台装置でも，全部鋳造冠と
陶材溶着鋳造冠が主体をなしているのは先に述べ
た理由によるものと考えたい．
　次に支台歯の生，失活歯別装着頻度をみると，
単独冠では，失活歯が生活歯よりも高頻度に利用
されていることは昭和49年23｝，昭和52年7｝，小森ら
（1977）15），入野ら（1975）6）の報告と同様である．
これらの成績をみても歯内療法によって，失活歯
として保存できる歯の比率が年々増加傾向にある
といえる．架工義歯支台装置については単独冠の
場合とは逆に生活歯を支台歯とする数のほうが失
活歯のそれを上回っており，昭和49年23），昭和52
年7），小森ら（1977）16），入野ら（1975）6）らの調査
結果と同じであった．これは歯冠部の大きな実質
欠損の回復を目的とする単独冠と歯牙欠損の補綴
を目的とする架工義歯での支台歯の条件の違いに
よるものであろう．
　失活歯に施した支台築造体について調査した報
告は他にあまりみられないが，私たちが先に報告
した昭和49年23｝と同52年7）のそれと比較してみる
と単独冠，架工義歯支台歯ともにキャストコアー
の使用頻度が高く，依然として支台築造の一般的
通念として適合性，強度，耐久性など種々の点か
らキャストコアーが，冠，架工義歯補綴において
基本となっていることを示しているものと考えら
れる．入野ら（1975）6）も同様な結果を示唆する報
告をしている．とくにレジンコアーは今回，単独
冠において初めてみられたものであった．これは
セメントコアーが減少し，その分アマルガムコ
アーおよびレジンコアーの比率が高くなったもの
と思われる．アマルガムやレジンを用いた支台築
造法では，1回で支台築造ができること，材料の
物性もかなり向上したことなど利点がある反面，
鋳造金属に比べると，やはり機械的性質は劣る．
したがって今回の成績は症例を選択して使用され
た結果を示すものであろう．辺縁漏洩など，いろ
いろ問題点も残しているが，とくにレジンについ
ては最近，築造用の材料が次々と開発され，物理
的，化学的性質などの面も改善されつつあるので，
今後，使用頻度が増すものと推測される．
　次に架工義歯について構成要素の面からみると
3ユニットのものが最も多く，最高8ユニットま
で合計195装置装着されていた．とくに3ユニット
のものが他のものよりも圧倒的に高い装着率を示
していることについては，架工義歯が歯根膜負担
義歯であるゆえに，少数歯欠損を適応症とするこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本歯学
と，1歯欠損の場合は，おおむね両隣在歯を支台
歯とすることによって補綴できることなどを考え
れば当然の結果といえる．また，欠損歯数最高は
4歯欠損で昭和49年23），同52年7）の成績と比較し
た場合よりも多数歯の欠損に対して装着され，ロ
ングスパンの症例に対する技法の進歩がうかがわ
れるものの，これは装着数の増加によるものの中
の少数例としたほうが考えやすい．例数の比較的
多い，平沼ら（1959）3｝，平沼ら（1967）4｝，岸ら
（1971）13），加藤ら（1974）8），加藤ら（1978）9），角
田ら（1963）25），小森ら（1977）17）は各々最高5歯欠
損であったとし，河原ら（1978）11）は最高8歯欠損
と報告していることから本調査の例数からみて，
うなづける結果である．また，架工歯1個のもの
は20および30歳代に比較的多かったが，架工歯2
個以上，即ち2歯以上の歯牙欠損の架工義歯に関
しては昭和49年23），同52年7），そして今回の調査の
いずれをみても20歳代が最も多かった．小森ら
（1977）17）の調査では30，40および50歳代と高齢に
なるほど頻度が多かったとしているが，これも今
後，装着数の増加を待って検討してみる必要があ
ると考える．
結 論
　昭和55年1月から同年12月までの1か年間に松
本歯科大学病院補綴診療科で装着された単独冠お
よび架工義歯について調査し，次の結果を得た．
　1．患者総数は537人で女が男より10％近く多
かった．また塩尻市内在住者が5割強を占めた．
　2．装着総数は単独冠1146個，架工義歯195装置
であった．
　3．単独冠，架工義歯支台装置ともに20，30，
40および50歳代における装着率が高く，それぞれ
合計すると89．76％，92．29％を占めた．
　4．単独冠では女が男より約25％多く，架工義
歯支台装置では男が女より11％程多く装着され
た．
　5．単独冠では上顎前歯部が23．21％，架工義歯
支台装置では下顎小臼歯部が25．70％，架工歯は下
顎大臼歯部が39．62％と部位別装着率で，それぞれ
最も多かった．
　6．単独冠，架工義歯支台装置いずれも全部鋳
造冠の装着頻度が最も高く，それぞれ63．18％，
77．34％で陶材溶着鋳造冠がそれぞれ15．71％，
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14．25％と，これに次いだ．
　7．単独冠支台歯では失活歯が84．38％，架工義
歯支台歯では，生活歯が60．98％を占めた．
　8．単独冠支台歯，架工義歯支台歯の支台築造
体は，いずれもキャストコアーが大部分を占め，
それぞれ91．93％，84．24％であった．
　9．架工義歯は3ユニットのものが82．56％で大
部分を占め，ユニット数は8ユニットが最多で
あった．
　10．架工歯1個の架工義歯が92．82％と大部分を
占め，架工歯数は4歯が最多であった．
　11．架工歯は20歳代の下顎大臼歯部への装着率
が13．21％と最も高かった．
　12．昭和49年，同52年の報告と今回の調査結果
を比較すると，患者数は昭和49年の約4．6倍になっ
た．また，単独冠および架工義歯支台装置の装着
数は，昭和52年に比して前者は約2．2倍，後者は約
1。9倍の増加を示した．単独冠および架工義歯支台
装置の種類別頻度は，昭和49年，同52年および今
回の調査結果とも全部鋳造冠が最も多かった．継
続歯の装着率は昭和52年に比して，単独冠ではさ
らに減少し，架工義歯支台装置としてはみられな
かった．支台築造体の種類では単独冠および架工
義歯支台歯ともに昭和49年，同52年と同様，キャ
ストコアーが最も多かった．
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